







から連想される、不快な感情状態である（今岡・庄司, 2017; Baumeister, 
Stillwell, & Heatherton, 1994）。 ト マ セ ロ ら（Tomasello, 2009; Vaish, 

























の 3 つの選択肢から 1 つ選択するよう求められた。その結果、小学 1 年生
では、罪悪感の表情の有無にかかわらず、謝罪の言葉がないと怒りが増加し、
小学 3 、5 年生は、罪悪感のある顔の提示だけで怒りが緩和された。一方、
大学生では、「罪悪感なし顔—謝罪の言葉あり」条件では怒りが増加したが、




























































「とても腹が立つ（ 5 ）」、「少し腹が立つ（ 4 ）」、「変わらない（ 3 ）」、「少
し腹が立つのがおさまる（ 2 ）」、「とても腹が立つのがおさまる（ 1 ）」の
5 つの中から 1 つ選択させた。感情変化は星のマークの大きさで表現し、
子どもにその中から一つ選択させた。「仲間排除」は、「いっぱい遊びたい
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